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●与件を活用した解答例 ■ 平成 16 年度 第２次試験 【事例Ⅳ】   

  

第１問（配点 40 点） （設問２） 

セ キ ュ リ テ ィ に つ い て 、 パ ス ワ ー ド を 利 用 し  

た 個 人 認 証 や フ ァ イ ア ウ ォ ー ル 設 置 に よ る 不  

正 侵 入 防 止 等 の 方 策 を と る こ と が 必 要 で あ る 。

（設問１） 

ａ 自己資本比率 ｂ ２５．５５％ 

問 題 点 は 、 新 工 場 の 土 地 代 や 工 場 建 設 代 の 投  

資 金 額 の 調 達 を 借 入 金 に 依 存 し て い る 計 画 案  
① 

ｃ 

の た め 、 資 本 の 安 定 性 が 低 下 す る 点 で あ る 。  

ａ 売上総利益率 ｂ ２３．１７％ 

問 題 点 は 、 新 型 製 品 用 設 備 の 投 資 割 合 が 小 さ  

い 計 画 案 の た め 、 従 来 型 製 品 中 心 の 商 品 構 成  
② 

ｃ 

に な り 収 益 性 が 低 下 し て い る 点 で あ る 。  

ａ 有形固定資産回転率 ｂ ２．５１回 

問 題 点 は 、 現 在 の 工 場 を 除 却 す る が 土 地 の 売  

却 ま で は 考 え て い な い 計 画 案 の た め 、 遊 休 資  
③ 

ｃ 

産 が 増 加 し 資 産 効 率 が 低 下 す る 点 で あ る 。  

 

 

第３問（配点 30 点） 

（設問１） 

ａ １３８百万円 ｂ ８０百万円 

（設問２） 

買 収 金 額 は 妥 当 で は な い 。 理 由 は 、 Ｄ 社 の 企

業 価 値 の 金 額 は 20 億 円 で あ り 提 示 さ れ た 15 億

円 を 上 回 る た め で あ る 。 

（設問３） 

ａ 純資産法 

簿 価 又 は 時 価 の 資 産 総 額 か ら 負 債 総 額 を 差 し
ｂ

引 い て 企 業 価 値 を 計 算 す る 方 法 で あ る 。

 

（設問２） 

改 善 策 は 、 計 画 を 、 現 工 場 の 除 却 と 同 時 に 土  

地 も 売 却 し 、 新 工 場 へ の 投 資 資 金 に 充 当 さ せ  

借 入 金 を 縮 小 す る よ う に 見 直 す こ と で あ る 。  

 

ａ 市場株価比較法 

類 似 会 社 の 平 均 資 産 や 純 利 益 ・ 配 当 金 等 と の  
ｂ

比 較 値 に よ り 企 業 価 値 を 計 算 す る 方 法 で あ る 。

 

改 善 策 は 、 計 画 を 、 高 度 化 、 高 付 加 価 値 化 、  

多 様 化 が 進 み つ つ あ る 新 型 製 品 用 設 備 へ の 投  

資 割 合 を 拡 大 す る よ う に 見 直 す こ と で あ る 。  

 

 

第４問（配点 15 点）  
（設問１）  

１８百万円 第２問（配点 15 点） 

（設問１） （設問２） 

第 １ 年 度 に は 一 部 を 投 資 し て 、 第 ２ 年 度 に は

投 資 を 行 わ な い 方 法 が 期 待 値 が 24 百 万 円 と 最

も 大 き く な り 、 採 算 的 に 最 も 望 ま し い 。

イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る リ ン グ 型 の 構 外 ネ ッ ト  

ワ ー ク シ ス テ ム を 用 い る こ と が 、 Ｄ 社 に と っ  

て 費 用 負 担 面 で 適 切 で あ る と 考 え ら れ る 。   

  

 
ＡＡＳは「２次過去問題」を「合格」するための「宝の山」だと考えています！ 

1


